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地
森
林
、
さ
ら
に
は
大
気
や
海
洋
ま
で
広
範
囲
。

ま
さ
に
山
の
頂
き
か
ら
海
の
底
ま
で
だ
。
こ
れ

を
3
学
科
（
資
源
循
環
学
科
、
共
生
環
境
学
科
、

生
物
圏
生
命
科
学
科
）
に
分
か
れ
て
学
び
、
大

学
院
で
専
攻
分
野
を
掘
り
下
げ
て
研
究
す
る
。

特
筆
し
た
い
の
は
、
同
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
中
で
生
物
圏
生
命
科
学
科
と
共
生
環
境
学

科
地
域
保
全
工
学
講
座
で
実
施
し
て
い
る
技
術

者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
社
会
が
求
め
る
水
準

を
満
た
し
て
い
る
」
と
し
て
、
日
本
技
術
者
教

育
認
定
機
構
か
ら
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

国
際
的
に
通
用
す
る
専
門
技
術
者
を
養
成
す
る

教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

ま
た
、
自
然
や
生
物
の
生
態
を
正
し
く
と
ら

え
る
に
は
見
て
、
触
り
、
感
じ
、
体
験
し
、
考

え
る
こ
と
が
重
要
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が

前
出
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
、

実
践
的
な
教
育
・
研
究
に
役
立
っ
て
い
る
。

練
習
船
は
Ｃ
Ｏ
2

排
出
3
割
減
の

環
境
に
優
し
い
「
電
気
推
進
船
」

な
か
で
も
練
習
船
「
勢
水
丸
」
は
、
座
学
で

学
ん
だ
水
産
学
な
ど
の
知
識
や
技
術
を
洋
上
で

実
験
・
実
習
し
体
得
す
る
の
に
不
可
欠
。
主
に

実
習
航
海
と
調
査
・
研
究
航
海
に
分
か
れ
、
伊

勢
湾
か
ら
本
邦
南
方
、
北
太
平
洋
、
東
シ
ナ
海

ま
で
就
航
す
る
。
学
生
達
は
船
で
の
実
習
を
通

じ
て
船
舶
や
海
洋
環
境
、
生
物
生
産
、
魚
の
生

態
を
学
び
、
海
洋
環
境
の
調
査
・
研
究
や
大
気

の
観
測
な
ど
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
学
習
面
だ
け

で
な
く
、
生
命
誕
生
の
源
で
あ
り
資
源
の
宝
庫

で
も
あ
る
海
の
素
晴
ら
し
さ
や
環
境
保
全
の
大

切
さ
を
知
り
、
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
に
遭
遇
し
て

感
動
す
る
と
い
っ
た
体
験
も
、
若
い
学
生
達
に

と
っ
て
人
生
の
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
役
割
を
長
年
果
た
し
て
引
退
し
た

初
代
に
代
わ
り
、
2
代
目
「
勢
水
丸
」
が
2
0

0
9
年
1
月
に
竣
工
し
た
。
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を

極
力
抑
え
た
環
境
に
優
し
い
「
電
気
推
進
シ
ス

三
重
県
の
県
都
・
津
市
の
東
部
、
伊
勢
湾
に
面
し
た
風
光
明
媚
な
シ
ー
サ
イ
ド
に
建
つ

三
重
大
学
。
母
体
と
な
っ
た
県
師
範
学
校
設
立
か
ら
優
に
1
3
0
年
を
超
え
る
歴
史
と

伝
統
を
有
し
、
人
文
・
教
育
・
医
学
・
工
・
生
物
資
源
の
5
学
部
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
院
か
ら
な
る
総
合
大
学
だ
。
そ
の
中
で
今
ま
さ
に
時
代
の
花
形
と
い
え
る
の
が
生
物

資
源
学
部
と
大
学
院
の
生
物
資
源
学
研
究
科
で
あ
る
。
今
、
世
界
が
抱
え
る
最
重
要
課

題
に
直
接
関
係
し
、
そ
の
解
決
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
す
分
野
だ
か
ら
だ
。

昨
年
、
環
境
に
優
し
い
電
気
推
進
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
練
習
船
を
建
造
。
そ
れ
が
シ

ッ
プ
・
オ
ブ
・
ザ
イ
ヤ
ー
2
0
0
9
の
漁
船
・
特
殊
船
部
門
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、

環
境
先
進
大
学
を
め
ざ
し
国
際
基
準
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
も
取
得
す
る
な
ど
先
進
的
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
東
南
海
地
域
の
学
術
・
研
究
の
中
核
と
し
て
ま
す
ま
す
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。

国立大学法人

三重大学
生物資源学部

同大学院生物資源学研究科
三重県津市栗真町屋町1577 Tel.059-232-1211

内田 淳正学長

対
象
は
山
の
頂
か
ら
海
の
底
ま
で
　
　

充
実
の
施
設
で
生
き
た
教
育
・
研
究

「
私
達
の
生
活
に
は
食
料
を
は
じ
め
と
す
る
生

物
由
来
の
資
源
が
必
要
で
す
。
生
物
と
そ
れ
を

取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
、
海
か
ら
山
、
そ
し

て
空
ま
で
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
教
育
・
研
究

を
行
っ
て
い
る
『
農
林
水
産
・
環
境
系
』
学
部

が
、
生
物
資
源
学
部
（
定
員
2
4
0
名
）
と
大

学
院
生
物
資
源
学
研
究
科
（
同
1
0
0
名
）
で

す
。
そ
の
た
め
に
農
場
、
演
習
林
、
水
産
実
験

場
、
練
習
船
を
備
え
（
紀
伊
・
黒
潮
生
命
地
域

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
）、
生
物

学
、
化
学
、
物
理
学
、
社
会
科
学
、
情
報
科
学

を
駆
使
し
、
自
然
と
の
共
存
を
図
り
な
が
ら
資

源
を
持
続
的
に
生
産
し
、
開
発
・
利
用
・
保
全

す
る
技
術
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
」

田
中
晶
善
研
究
科
長
（
学
部
長
）
が
話
す
よ
う

に
、
対
象
と
す
る
の
は
海
の
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
か
ら
魚
介
類
、
農
作
物
、
昆
虫
、
動
物
、
山

三重大学の上浜キャンパス。広大なキャンパスは市民にも開放され、憩い
の場や知識の拠点として親しまれている

「勢水丸」の甲板。広い作業場を確保し、すぐ近
くに研究室を設けて採取した海底の土や生物の
サンプルを即座に分析できる

最新の航海計器が並ぶ操舵室。観測・調査の司
令塔となる研究室を併設

機関室に据えられた発電機関 6N165L-EN

めざすは日本一の「環境先進大学」

独創性と専門性を兼ね備え、

水産界をリードする人材を養成

めざすは日本一の「環境先進大学」

独創性と専門性を兼ね備え、

水産界をリードする人材を養成

練習船「勢水丸」
全長：50.90ｍ、全幅：8.60ｍ、全深：3.75ｍ
総トン数：318トン、国際総トン数：491トン
発電機関：6N165L-EN（530kW）×3基

6HAL2-TN（120kW）×1基
航海速力：12.0ノット
建造造船所：三菱重工業株式会社　下関造船所
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し
か
も
全
5
学
部
が
一
斉
に
認
証
さ
れ
た
の
は

全
国
の
総
合
大
学
で
初
め
て
の
こ
と
。
ま
た
、

毎
年
学
生
達
が
作
成
し
て
い
る
「
環
境
報
告
書
」

も
、
2
0
0
9
年
に
通
算
3
回
目
と
な
る
「
第

13
回
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
」（
主

催
／
財
団
法
人
地
球
・
人
間
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
環
境
省
）
を
受
賞
し
た
。

江
戸
時
代
に
伊
勢
神
宮
へ
の
「
お
か
げ
参
り
」

と
銘
打
っ
て
爆
発
的
な
旅
行
ブ
ー
ム
を
仕
掛
け

た
り
現
代
の
宅
配
シ
ス
テ
ム
や
旅
行
代
理
店
の

原
型
を
作
る
な
ど
、
三
重
県
人
は
独
創
性
と
実

行
力
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
特
性
を
受
け
継

ぎ
独
創
的
な
発
想
と
行
動
力
、
そ
し
て
高
度
な

知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
材
が
、
卒
業
後
、

地
元
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
、
さ
ら
に
世
界
を

舞
台
に
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

テ
ム
」
を
い
ち
早
く
導
入
。
国
立
大
学
法
人
の

総
合
大
学
で
練
習
船
を
所
有
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
少
な
い
う
え
、
電
気
推
進
船
は
広
島
大
学
に

続
い
て
2
番
目
と
あ
っ
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
建
造
に
あ
た
っ
て
は
乗
組
員
の
意
見
を
い
ろ
い

ろ
採
り
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
こ
の

船
は
『
動
く
教
室
、
走
る
実
験
室
』
だ
か
ら
教

育
環
境
と
し
て
静
か
で
振
動
が
な
い
船
に
し
た

か
っ
た
の
で
す
。
乗
組
員
も
今
停
ま
っ
て
い
る

の
か
走
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
静
か

だ
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
安
全
面
を
考
え
、
研
究

ス
ペ
ー
ス
や
学
生
用
の
船
室
、
食
堂
を
船
内
の

一
番
上
に
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
電
気

推
進
船
だ
か
ら
。
従
来
の
主
機
関
＋
軸
系
＋
プ

ロ
ペ
ラ
が
直
線
で
繋
が
る
串
刺
し
配
置
と
違
い
、

3
台
の
発
電
機
関
の
設
置
場
所
に
制
約
が
な
く
、

機
関
室
の
容
積
も
小
さ
く
な
っ
て
設
計
が
か
な

り
自
由
に
で
き
ま
し
た
」

と
勢
水
丸
の
内
田
誠
船
長
は
笑
顔
で
話
す
。

ま
た
、
岡
田
清
実
機
関
長
も

「
主
機
関
の
整
備
が
不
要
に
な
っ
た
う
え
、
発
電

機
関
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る
部
分
が
少
な
く
、

日
常
の
整
備
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
コ
ス
ト
も
減
ら
せ
る
で
し
ょ
う
。
時
間
的

に
も
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。
速
力
は
最
大
13
ノ

ッ
ト
出
ま
す
が
、
低
速
の
エ
コ
モ
ー
ド
に
し
て

10
ノ
ッ
ト
程
度
で
走
る
と
燃
費
が
前
の
船
よ
り

良
く
な
り
ま
す
。
推
進
モ
ー
タ
ー
（
1
0
0
0
kW
）

に
対
し
て
余
裕
を
持
っ
て
走
り
た
い
と
考
え
、

発
電
機
３
台
は
出
力
の
大
き
い
も
の
（
4
8
0
kWe
）

を
選
ん
だ
の
も
正
解
で
し
た
。
ま
た
、
低
負
荷

時
の
た
め
に
停
泊
用
発
電
機
を
も
う
1
台
入
れ
、

さ
ら
に
母
港
の
松
阪
港
に
入
港
し
た
ら
陸
上
電

源
に
切
り
替
え
る
よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
。
ト

ー
タ
ル
で
Ｃ
Ｏ
2
の
排
出
が
30
％
減
ら
せ
、
ま

さ
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ク
リ
ー
ン

な
船
で
す
」

と
大
満
足
だ
。

昨
年
就
任
後
、
初
め
て
真
新
し
い
こ
の
船
に

乗
り
松
阪
港
か
ら
三
重
大
学
の
沖
合
ま
で
快
適

な
船
旅
を
経
験
し
た
同
大
学
の
内
田
学
長
は
、

「
勢
水
丸
は
三
重
大
学
の
看
板
で
す
。
驚
い
た
の

は
電
気
推
進
の
た
め
船
内
が
実
に
静
か
な
こ
と
。

ほ
と
ん
ど
揺
れ
ず
、
乗
船
し
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
先
日
は
学
生
の
練
習
航
海

を
見
送
り
ま
し
た
。
予
報
は
『
天
気
晴
朗
な
れ

ど
波
高
し
』
で
伊
勢
湾
か
ら
熊
野
灘
へ
の
航
海

中
、
ど
れ
ほ
ど
揺
れ
た
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
ま

し
た
が
、
後
で
学
生
達
に
聞
く
と
誰
も
船
酔
い

せ
ず
に
充
実
し
た
実
習
が
で
き
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
素
晴
ら
し
い
船
ゆ
え
で
す
」

と
胸
を
張
る
。

他
大
学
や
官
民
と
も
共
同
研
究
　
　
　

地
域
振
興
や
防
災
に
も
練
習
船
が
活
躍

同
船
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
設
備
は
、
海
底

地
形
探
査
装
置
や
自
動
気
象
観
測
装
置
な
ど

ハ
イ
レ
ベ
ル
。
さ
ら
に
海
洋
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
も
導
入
し
、
高
度
情
報
化
に
対
応
で
き
る

高
機
能
の
装
備
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
と
の

連
携
や
地
域
貢
献
を
め
ざ
す
同
校
で
は
、
中

部
地
区
唯
一
の
こ
の
練
習
船
を
有
効
に
活
用

し
よ
う
と
、
名
古
屋
大
学
や
四
日
市
大
学
、

三
重
短
期
大
学
な
ど
近
隣
の
大
学
の
学
生
も

受
け
入
れ
る
他
、
官
民
の
団
体
に
対
し
て
も

研
究
・
調
査
の
支
援
や
共
同
利
用
を
行
っ
て

い
る
。
同
船
の
運
営
を
担
当
す
る
生
物
資
源

学
研
究
科
・
谷
村
篤
教
授
は
、

「
新
し
い
船
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
以
上

に
社
会
や
地
域
に
貢
献
す
る
と
い
う
役
割
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
尾
鷲

な
ど
の
漁
村
の
活
性
化
や
流
通
、
食
品
業
な
ど

地
域
産
業
の
振
興
に
役
立
つ
研
究
・
調
査
航
海

を
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
ま
た
、
周
辺
一
帯
は
東
海
、
東
南
海
、

南
海
地
震
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

県
と
防
災
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
救
助
活
動
や

救
援
物
資
の
輸
送
に
従
事
し
ま
す
」

と
ま
す
ま
す
の
活
用
に
意
欲
を
見
せ
る
。
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環
境
先
進
大
学
め
ざ
し

Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
も
取
得

三
重
県
は
1
9
6
0
年
代
に
「
四
日
市
喘
息
公

害
」
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
同
校
も

公
害
の
苦
い
経
験
と
教
訓
を
活
か
し
、「
四
日
市

学
」
な
ど
環
境
教
育
に
力
を
入
れ
、
環
境
保
全

に
寄
与
す
る
高
度
な
知
識
や
技
術
、
情
報
を
国

内
外
に
受
発
信
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。「
環
境

先
進
大
学
」
を
目
指
す
大
学
の
方
針
に
呼
応
し

て
、
学
生
達
も
食
堂
の
横
に
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
け
て
資
源
ゴ
ミ
を
回
収
し
た
り
、
近
く

の
町
屋
海
岸
を
清
掃
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み

を
自
主
的
に
続
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
地
道
な

活
動
が
認
め
ら
れ
、
2
0
0
7
年
11
月
に
は
国

際
標
準
規
格
「
I
S
O
1
4
0
0
1
」
を
取
得
。

谷村 篤教授（運営委員長）水産庁の海洋調査船から勢
水丸に移って以来30年近い
内田 誠・船長

若いころは貨物船に乗っていた岡田 清実・機関長（右から2人目）、
他、右から今西 広樹・一等機関士、前 一弥・二等機関士、山本 元樹・操機長

体験乗船（操練）

釣り上げた魚を手に笑顔

曳き縄で航海中に連れ帰ったシイラをさばく採集した魚の標本づくり

トロールで獲った魚の仕分けフィールドサイエンスセンターの一環として、農業生産に関す
る多様な実習教育を行う附属農場（135ha）
三重県の特産である松阪牛も飼育

実習のためにヤンマー
の新型コンバインも導入

田中晶善研究科長（学部長）

停泊中は陸電を利用できる体制にしている


